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Multi-Cloud Connect主管 ⽴上げ

⾃⼰紹介

Cloud(当時はASP)黎明期から「ネットワークとクラウドの接続」
というニッチ領域でキャリア形成

『⽇経xTech』等への寄稿

• トラブル事例から学ぶ
Office 365ネット構築の
コツ

• 3⼤クラウドのネット
ワーク新常識
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u 8割近くが、デジタルトランスフォーメーション(DX)に検討 or 着⼿

77
%

［NTTコミュニケーションズ調べ。年商100〜500億円未満の企業 725⼈
年商500億円以上の企業 1098⼈ を対象にアンケート調査を実施］

ｎ= 1,823

未検討
23 %

DXへの取組み

貴社のDXに対する取り組み状況につ
いてお答えください。

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/pdf/
20180907_01.pdf

経済産業省︓DXレポート

8割近くが
DXを検討または着⼿
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DX推進役は「第2 IT部⾨」

出典
「2018年 国内企業における『第2のIT部⾨』の状況」
IDC Japan 

DX推進役

既存IT部⾨︓13.1％
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DX推進役は「第2 IT部⾨」

出典
「2018年 国内企業における『第2のIT部⾨』の状況」
IDC Japan 

DX推進役
第2 IT部⾨︓27.9％
既存IT部⾨︓13.1％

レガシーに縛られずに

躊躇なく、クラウドファースト
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国内のパブリック / プライベートクラウド市場予測

国内パブリッククラウドサービス
売上額予測、2017年〜2022年(IDC Japan 2018.10）

年間平均成⻑率 22.9％ 年間平均成⻑率 37.6％

国内プライベートクラウド
⽀出額予測、2017年〜2022年(IDC Japan 2018.10）

2018年国内パブリックラウド市場は6,663億円、2022年1兆4,655億円に
2017年国内プライベートクラウド市場は4,223億、2022年は2兆851億円に
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クラウド マーケット動向

u 84%が業務特性に応じて、マルチクラウド環境でシステムを運⽤

84%

Multiple Private

Hybrid Cloud

51%

Multiple Public

Multi-Cloud 84% (1,000+ employees)

9%

17%

Source: RightScale 2019 State of the Cloud Report
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クラウド マーケット動向

u ⼀⽅で、1/4がIT全体の課題に「複数クラウド利⽤」を選択

Source: Right Scale 2017 State of the Cloud Report15%

24%

26%

23%

26%

26%

29%

32%

11%

19%

22%

23%

23%

25%

25%

25%

パフォーマンス

複合クラウドの連携

複数クラウドの管理

ガバナンス

コンプライアンス

管理/運⽤費⽤

セキュリティ

リソース不⾜(専⾨知識)
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カオスマップ-SaaS

https://ascii.jp/elem/000/001/498/1498091/img.html
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カオスマップ-IaaS/オンプレ

Oracle

AWS

Microsoft

Google

オンプレ IaaS
at Customer

ODA Oracle Cloud

AWSAWS Outposts

AzureAzure Stack
Win Server

GCPGCP Anthos
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企業内ITにおける変化
u クラウド本格導⼊と供に、ネットワークも変化の過渡期

データセンター

本社 店舗

固定的な構成 / アプリケーション
変更が少ない

WAN

サーバー群



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved. 18Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved. 18

企業内ITにおける変化

データセンター

本社 店舗

固定的な構成 / アプリケーション
変更が少ない

データ
センター

本社 店舗

多様なアプリケーション環境
柔軟性、拡張性を重視

でも、信頼性は維持

IaaS(A) IaaS(B) SaaS

︖︖︖

SaaS

パートナー
企業

Remote
Worker

u クラウド本格導⼊と供に、ネットワークも変化の過渡期

WAN

サーバー群
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クラウド導⼊検討時の検討プロセス例

1 現状の業務/システムを分析

2 利⽤クラウドの調査

3 新業務/システムのイメージ具体化

4 導⼊効果の算定

5 リスクの洗い出し

6 推進体制

7 導⼊プロセスの決定

8 機能仕様策定

9 性能の検討

10 プロトタイプでの調査

11 運⽤⽅式の検討

12 セキュリティ仕様の策定

13 データ移⾏⽅式の検討

14 ネットワークの検討
15 調達仕様の提⽰

16 サービス仕様・SLAの評価

17 事業者の安全・信頼性評価

18 責任範囲の明確化

現
状
分
析

企
画
ই
␿
␗
६

設
計
ই
␿
␗
६

よくあるクラウド導⼊の検討プロセス（例）

わりと
後⼯程

uネットワーク検討が後⼯程になりがち。クリティカルパスになる事も
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クラウド接続するには
u 超単純化しても、多くのTodoと時間が必要

データセンタ / お客様ビル

サーバー
端末

Cloud
購⼊
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クラウド接続するには
u 超単純化しても、多くのTodoと時間が必要

データセンタ / お客様ビル

NW機器
購⼊

サーバー
端末

Cloud
購⼊
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クラウド接続するには
u 超単純化しても、多くのTodoと時間が必要

データセンタ / お客様ビル

NW機器
購⼊

LAN
構築

サーバー
端末

Cloud
購⼊

物理回線
引込み⼯事
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クラウド接続するには
u 超単純化しても、多くのTodoと時間が必要

データセンタ / お客様ビル

NW機器
購⼊
設定

LAN
構築

サーバー
端末

Cloud
購⼊
設定

物理回線
引込み⼯事

BGP設定
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既存環境に導⼊するには、、、

クラウド

Internet

ネットワーク（VPN）

データセンター
ü FW
ü Proxy
ü ADFS など

事業所
ü 業務PC ü スマートデバイス

外出先

クラウド発の通信は
どうすれば︖

インターネット
経由でもクラウドを
利⽤するためには︖

セキュリティ
は︖

Proxyは︖

AD連携
するには︖

名前解決の
通信は

インターネット
経由︖

デフォルトルートは
クラウドにむける
必要がある︖

グローバルIP
アドレスをNAT

変換する必要は︖

u WAN＋LAN トータル設計が必要に

事業所
ü 業務PC
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既存環境に導⼊するには、、、

クラウド

Internet

ネットワーク（VPN）

データセンター
ü FW
ü Proxy
ü ADFS など

事業所
ü 業務PC ü スマートデバイス

外出先

クラウド発の通信は
どうすれば︖

インターネット
経由でもクラウドを
利⽤するためには︖

セキュリティ
は︖

Proxyは︖

AD連携
するには︖

名前解決の
通信は

インターネット
経由︖

デフォルトルートは
クラウドにむける
必要がある︖

グローバルIP
アドレスをNAT

変換する必要は︖

u WAN＋LAN トータル設計が必要に

事業所
ü 業務PC

さらに、
システム間連携・クラウド間連携

という要素も・・・・
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⽤途に応じた選択

u クラウド同様に、業務の重要度からネットワーク種別を選択
Internet Internet-VPN IP-VPN(WAN) 専⽤線

【イメージ】

【品質】
遅延・安定性
セキュリティ

【コスト】

Internet

お客様拠点 お客様拠点

Internet

お客様拠点

VPN

クラウド
接続

お客様拠点

⾼

⾼

低

低
I n t e r n e t 網 閉 域 網
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⽤途に応じた選択

u クラウド同様に、業務の重要度からネットワーク種別を選択
Internet Internet-VPN IP-VPN(WAN) 専⽤線

【イメージ】
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【コスト】
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Internet

お客様拠点
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⾼

⾼

低
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遅延

u同⼀環境でも、ネットワークにより揺らぎに明確な差

弊社国内拠点から、国内Public Cloudへの接続検証

IP-VPN
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安定性①

u「経路ハイジャック」による⼤規模障害も年1回程度発⽣

https://gigazine.net/news/20190625-verizon-cause-internet-outage/

2017年8⽉︓⽇本
障害時間︓約4-5時間

2019年6⽉︓北⽶
障害時間︓約2時間

https://tech.nikkeibp.co.jp/it/atcl/news/17/082502137/
⽇経XTECHより

⽇本時間の2019年6⽉24⽇(⽉)21時ごろ、Discord・AWS・
Twitchなどで⼤規模な障害が発⽣しました。発⽣から約2時間後
にこの障害は回復しましたが、原因はアメリカ通信⼤⼿のVerizonだと
みられています。

https://gigazine.net/news/20190625-verizon-cause-internet-outage/
https://tech.nikkeibp.co.jp/it/atcl/news/17/082502137/
https://aws.amazon.com/jp/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BE%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%BA
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安定性②
u⼩規模な通信障害(経路ハイジャック、BGPリーク)は、⽇々発⽣

https://bgpstream.com/
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安定性③

u DDoS攻撃も⽇々(約700万回/年換算)。APACは拡⼤傾向
u 収⼊損害だけでも、平均2,500万円以上/時間が43％

https://www.netscout.com/sites/default/files/2019-02/SECR_001_EN-1901%20-
%20NETSCOUT%20Threat%20Intelligence%20Report%202H%202018.pdf

https://threatpost.com/ddos-attacks-can-cost-businesses-up-to-2-
5m-per-attack-report-says/125357/

APAC

EMEA

北⽶

2018年12⽉
580万回
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セキュリティポリシー
u Oracleがよく利⽤される基幹系システムを、Internetに晒す︖

オンプレ Cloud

ü 財務
ü ⽣産/販売/在庫
ü ⼈事
ü 顧客

ü 財務
ü ⽣産/販売/在庫
ü ⼈事
ü 顧客

Internet ? ?
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選択時のPoint
u Internetは、問題が起きても、誰も責任をとれない

簡易システム
待って回復すればOK

トラブルレポートは不要
とにかく安く
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選択時のPoint
u Internetは、問題が起きても、誰も責任をとれない
u 閉域接続は、責任区分が明確

重要システム
復旧は迅速に

トラブルレポートは必須
多少のコストは⽌む無し

簡易システム
待って回復すればOK

トラブルレポートは不要
とにかく安く
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選択時のPoint
u Internetは、問題が起きても、誰も責任をとれない
u 閉域接続は、責任区分が明確

(マネージされていない)
Internet接続

(マネージされた)
閉域接続
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クラウド導⼊検討時の検討プロセス例

1 現状の業務/システムを分析

2 利⽤クラウドの調査

3 新業務/システムのイメージ具体化

4 導⼊効果の算定

5 リスクの洗い出し

6 推進体制

7 導⼊プロセスの決定

8 機能仕様策定

9 性能の検討

10 プロトタイプでの調査

11 運⽤⽅式の検討

12 セキュリティ仕様の策定

13 データ移⾏⽅式の検討

14 ネットワークの検討
15 調達仕様の提⽰

16 サービス仕様・SLAの評価

17 事業者の安全・信頼性評価

18 責任範囲の明確化

現
状
分
析

企
画
ই
␿
␗
६

設
計
ই
␿
␗
६

よくあるクラウド導⼊の検討プロセス（例）

uネットワークは、初期フェーズで検討すべき

ネットワーク
の検討
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NTTコミュニケーションズが提供する
VPNを使ったクラウド接続サービス

␱
Multi-Cloud Connect

(略称︓MCC)

そんな あなたに、、、
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Multi-Cloud Connect導⼊メリット

①クラウドとネットワークを直結︕
ü遅延が少なく、安定した通信が可能

②ラック契約やNW機器が不要︕
ü購⼊、設計、運⽤などのコストを⼤幅に削減

③クラウド毎の差分も吸収︕
üUpdateもNTT Comにお任せ
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u バランスが取れており、クラウド直結のIP-VPN接続がお薦め
Internet Internet-VPN IP-VPN(WAN) 専⽤線

【イメージ】

【品質】
遅延・安定性
セキュリティ

【コスト】

Internet

お客様拠点 お客様拠点

Internet

お客様拠点

VPN

クラウド
接続

お客様拠点

I n t e r n e t 網 閉 域 網

①クラウドとネットワークを直結︕
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u ラック契約もNW機器も不要!
②ラック契約やNW機器が不要︕

ユーザー拠点 接続回線 Connecting Point 接続サービス クラウド

DC内
接続
※

専⽤線
接続
※

MCC

Oracle Cloud

VCN

Virtual
Cloud

Network 

Fast
Connect

ラック
NW
機器

ユーザー拠点

NW
機器

NW
機器

NW
機器

NTT Com
VPN MCC

専⽤線 構内コネク

専⽤線

【凡例】
オレンジ︓Oracle以外で新規⽤意が必要

既存回線

※代表的なパータンについて記載
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③クラウド毎の差分も吸収︕
u閉域接続の場合には、各社名称・仕様とも、微妙に異なる
事業者名 接続サービス名称 特徴 (思いつくまま)

Oracle FastConnect 「Private Peering」「Public Peering」が別々

AWS Direct Connect 受信可能経路数の上限が100(緩和不可)
〇〇 Gatewayが複数…

MS ExpressRoute Q in Qが必須。冗⻑化も必須
GCP Interconnect デフォルトルート広告すると、Internetからのアクセス不可に
IBM Direct Link 10.X.X.Xの複数レンジ利⽤不可
Alibaba Express Connect 中国本⼟に、Alibabaバックボーン経由でアクセス可能
Salesforce Express Connect 冗⻑化が必須

【説明者把握/現時点】
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u接続仕様のUpdateも頻繁
③クラウド毎の差分も吸収︕

Oracle AWS MS

2017年〜
Gen1からGen2へ
NW仕様も⼤幅に変更

2017年〜
DirectConnect Gateway
の提供開始に伴う改変

2018年〜
Transit GatewayのDirect 
Connect対応に伴う改変
(東京は未対応)

2016年〜
Microsoft Peering
(O365対応)の提供開始
でも、すぐに承認制に

2017年〜
Microsoft Peeringと
Public Peeringの統合
Public Peeringの新規
販売停⽌

基本、後⽅互換はあるも、少し離れると迷⼦に。。。。
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Arcstar Universal One

AWS

Box
Microsoft

Azure Office 365

Salesforce
Microsoft
Dynamics

365
cybozu.com GCP

インターネットを介さない
安定・セキュアな接続が可能

Enterprise
Cloud

MCC︓全世界で、10以上のクラウドと接続済み

Multi-Cloud Connect(MCC)
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AWS

Box
Microsoft

Azure Office 365

Salesforce
Microsoft
Dynamics

365
cybozu.com GCP

インターネットを介さない
安定・セキュアな接続が可能

Enterprise
Cloud

MCC︓全世界で、10以上のクラウドと接続済み

Multi-Cloud Connect(MCC)

Ashburn / Chicagoに加えて
5⽉に東京接続開始

さらに、⼤阪も接続予定

Arcstar Universal One
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導⼊実績①

u マルチクラウド利⽤を背景に、⼤幅に拡⼤中

2015年度末 2016年度末 2017年度末 2018年度末

MCC
契約数

3年で50倍
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導⼊実績②
三菱電機様
https://www.bizcompass.jp/original/bu-growth-071-1.html

資⽣堂様
https://www.ntt.com/business/case-
studies/global/cloud/shiseido.html

⻲⽥製菓様
https://www.ntt.com/about-us/press-
releases/news/article/2017/0315.html



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved. 47

Agenda

・DXへの取組み と ITの複雑化

・クラウド時代に資するネットワーク要件

・実例︓DBにおけるマルチ/ハイブリッドクラウド
株式会社アシスト オラクルクラウド事業推進室 課⻑ 関 俊洋様

・「 Multi-Cloud Connect 」× 「Oracle Cloud」
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アシストとOracle Cloud
u200社以上のOracle Cloud導⼊実績を持つと同時に、ユーザ企業として

社内外の様々なシステムで活⽤を進めています。

国内トップクラスのパートナー

実績１

Oracle Cloud 導⼊社数

200社以上
Oracle Excellence Awards
Partner of the Year: 

Cloud Partner of
the Year – Japan
※2019年8⽉5⽇受賞

⽀援、サポート、S/Wの組合せ
付加価値2

技術⽀援サービスメニュー

30種類以上
サポート体制
問合せ数無制限
24時間365⽇
l 情報活⽤、運⽤管理、

セキュリティなど
約60のS/Wを組合せ

ユーザとしてのノウハウを還元
⾃社活⽤３

l 全社データ分析基盤

l 基幹システムのDR環境

l お客様向け教育、トレーニング環境
l 外部公開⽤FAQサイト など

東京リージョンで
1.5ヶ⽉で構築
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Oracle Cloudで最も多い質問

︖
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Oracle Cloudで最も多い質問

データベースだけOracle Cloudって
ありですか︖
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データベースだけOracle Cloud
uお客様にとってそれがベストな選択であれば可。
u“現在は”アンチパターンではない。実例も増えてきた。
uただし安易な選択はNG。本当にベストか︖の⾒極め材料を揃えるべき。

l DBのコスト削減だけに着⽬
l クラウド移⾏に労⼒をかけない
l PoCの時間を⼗分に取らない
l 運⽤しながら改善する問題先送り型
l 根拠のないデザインパターン

l 選択基準が明確である
l 期待効果が明確である
l リスク管理ができている
l 運⽤経験や実績、第三者の

⽀援や裏付けがある

失敗するプロジェクト成功するプロジェクト
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マルチクラウド実例

DBCSCompute

Proxy
PaaS

Compute

ETL

AWS ＋ Oracle Autonomous
Transaction Processing

Azure ＋ Oracle Database
Cloud Service

OnP
Oracle Cloud

Azure

IaaS

Web

IaaS

AP

Oracle Cloud

ATP

PaaS

AWS

l ⾼性能且つチューニングレスのDBを
求めてATPへ

l オンプレミスと⽐べて主要処理の
性能が平均で4〜5倍向上

l ライセンスBYOLでコストを最適化

l Oracle Cloudを情報活⽤基盤として
Azureのデータを集約

l ETLツールでマルチクラウド間の
データ連携を実現

l データはDBCSに蓄積しBIで可視化
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ハイブリッドクラウド実例

OnP
DBCS

情報活⽤基盤をOracle Autonomous
Data Warehouseで構築

災害対策環境をOracle Database
Cloud Serviceで構築

l Data Guardでデータベースを同期
l DBCSを最⼩リソースで運⽤して

ランニングコストを削減
l 2週間で災害対策環境構築

l ADW利⽤によりシステム運⽤
ではなく利⽤・活⽤に⼒を注げる。

l DBAの⼈材確保・強化不要
l 1ヶ⽉で情報活⽤基盤を構築

ADWOnP/Private

同期

BIツール
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DBエンジニアから⾒たMulti-Cloud Connectの評価①
u時間帯を問わず安定した応答を得られる。運⽤設計が⾮常にやりやすい。
u性能問題の切り分けに掛ける⼯数が減る。無⽤なトラブルを防げる。

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0:00 5:00 10:00 15:00 20:00 24:00

MCC Internet ※国内拠点から⽶国Oracle Cloudへのping RTT

⼤幅遅延でも対処不可
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DBエンジニアから⾒たMulti-Cloud Connectの評価②
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12000

14000

1回目

2回目

⾼い性能で安定

MCC Internet

⼤幅なバラつき

完了時刻に⼤きなずれ

u性能安定性はDBの処理でも変わらない。並列実⾏でも問題なし。
u完了時刻が安定するため前後のジョブ設計が容易。業務時間に⾷い込まない。

国内拠点から⽶国Oracle CloudへのRecovery Manager並列バックアップ
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DBエンジニアから⾒たMulti-Cloud Connectの評価③
u性能が安定するからこそできる構成がある。Data GuardやGolden Gate等。
uOracle Cloud最⼤の強みであるDBのPaaSを最⼤限に活かせる。

0:00

0:01

0:02

0:04
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0:10
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プ
ラ
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マ
リ
と
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時
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差(
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経過時間(分)

国内拠点から⽶国Oracle CloudへのOracle Data Guard⾮同期転送

InternetMCC

同期が追い付いている

同期が追い付かず、
データロスが発⽣
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まとめ︓Multi-Cloud Connectのメリット

ハイブリッド、マルチクラウド化の近道
⁃ 安定した性能がもたらす「計算できる運⽤設計」
⁃ 広がる構成検討の幅、PaaS機能のフル活⽤
⁃ トラブル発⽣リスクの低減、責任明確化

DBエンジニアが⾒たMCCのメリット

ü 選択基準が明確である
ü 期待効果が明確である
ü リスク管理ができている
ü 運⽤経験や実績、第三者の

⽀援や裏付けがある

成功するプロジェクト
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Agenda

・DXへの取組み と ITの複雑化

・クラウド時代に資するネットワーク要件

・実例︓DBにおけるマルチ/ハイブリッドクラウド
株式会社アシスト オラクルクラウド事業推進室 課⻑ 関 俊洋様

・「 Multi-Cloud Connect 」× 「Oracle Cloud」
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Multi-Cloud Connect for Oracle Cloud
u Oracle CloudへのVPN接続を簡単に実現

Oracle

NTT Com

Arcstar
Universal One

MCC
※ ネ ッ ト ワ ー ク 直 結
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Multi-Cloud Connect for Oracle Cloud
u Oracle CloudへのVPN接続を簡単に実現

ネットワークの役割分担は?

ネットワーク機器とかラックが必要?

ネットワーク設計は誰がするの?

Oracle

NTT Com

Arcstar
Universal One

MCC
※ ネ ッ ト ワ ー ク 直 結
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Multi-Cloud Connect for Oracle Cloud
u Oracle CloudへのVPN接続を簡単に実現

ネットワークの役割分担は?

•OracleとNTT Comの2社で接続を
完結!

ネットワーク機器とかラックが必要?

ネットワーク設計は誰がするの?

Oracle

NTT Com

Arcstar
Universal One

MCC
※ ネ ッ ト ワ ー ク 直 結
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Multi-Cloud Connect for Oracle Cloud
u Oracle CloudへのVPN接続を簡単に実現

ネットワークの役割分担は?

•OracleとNTT Comの2社で接続を
完結!

ネットワーク機器とかラックが必要?
•不要です!
•だから、数営業⽇で利⽤開始可能

ネットワーク設計は誰がするの?

Oracle

NTT Com

Arcstar
Universal One

MCC
※ ネ ッ ト ワ ー ク 直 結
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Multi-Cloud Connect for Oracle Cloud
u Oracle CloudへのVPN接続を簡単に実現

ネットワークの役割分担は?

•OracleとNTT Comの2社で接続を
完結!

ネットワーク機器とかラックが必要?
•不要です!
•だから、数営業⽇で利⽤開始可能

ネットワーク設計は誰がするの?
•お申込みに基づき設計&設定、その後
の運⽤も⼀元お任せ

Oracle

NTT Com

Arcstar
Universal One

MCC
※ ネ ッ ト ワ ー ク 直 結
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Update
u Service GWを利⽤することでPaaS接続も検証済み
u オンプレからも、Autonomous DBにもFastConnect経由で

アクセス可能に。
u ハイブリッドクラウド利⽤可能に

VCN

Dynamic 
Routing 
Gateway

FastConnect

Service 
Gateway

Autonomous DB
Customer 

Data Center

Object Storage

Arcstar
Universal 

One
MCC

PaaS

Fast
Connect
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Update
u Service GWを利⽤することでPaaS接続も検証済み
u オンプレからも、Autonomous DBにもFastConnect経由で

アクセス可能に。
u ハイブリッドクラウド利⽤可能に

VCN

Dynamic 
Routing 
Gateway

FastConnect

Service 
Gateway

Autonomous DB
Customer 

Data Center

Object Storage

Arcstar
Universal 

One
MCC

PaaS

Fast
Connect

Oracle Cloud×MCCの
利⽤⽤途がさらに拡⼤
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アシスト様との連携

Arcstar
Universal One

MCC

u Oracleスペシャリスト︓アシスト様提携により、ALLサポート

ODA

他クラウド
Oracleの

Pro

ネットワークの
Pro

AWS, Azure等
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ご清聴ありがとうございました


